
令和６年度 事業報告書  

 
公益財団法人 佐賀県消防協会は佐賀県民の生命、身体及び財産を火災その他

の災害から守るため、消防思想の普及啓発、消防団員等の士気の高揚、消防の団

結力を高め、消防技術の向上を図るための事業を行う。 

 
１ 公益目的事業１（消防思想の普及啓発、消防団員の士気の高揚等の推進） 
（１） 第７１回佐賀県消防大会の開催 

令和７年３月１６日（日）佐賀県との共催により杵藤地区消防協会管内鹿

島市民文化ホールで開催する。 
（受章披露） 
◇日本消防協会表彰 

表彰旗      １団 
竿頭綬      ３団 
功績章     １９名 
精績章     ４４名 
勤続章    １１２名 
優良女性消防隊  １隊 

（表 彰） 
○佐賀県消防協会表彰 

竿頭綬（施設）３団、（教養）３団、（無火災）２団、功績章５

５名、永年勤続章３２５名、永年勤続章（消防事務担当者）１

名、表彰状（女性団員）１０名、感謝状（退職消防団長）５名

（退職消防長）２名（消防事務担当者）１名 
「防火に関する標語」入賞者２４名 

（２） 全国消防殉職者慰霊祭 
令和６年１０月３日（木）、東京都で開催された第４３回全国消防殉職者慰

霊祭に本県の遺族代表１名を引率し参加した。 
新しくなった日本消防会館の最初の公式行事として行われ石破総理大臣も

参加され新会館のお披露目の機会になり見学者もいた。 
（３） 広報宣伝 

○ 消防思想の普及、防火啓発事業 
消防防災意識の向上と防火防災思想の普及促進を図るため、貸出用のＤ

ＶＤ（はなかっぱのぼうさいくんれん）を購入した。協会ホームページに

公開している。 



○ 消防団員加入促進 
地域防災の要である消防団員の確保のため、令和６年１２月８日（日）

サガン鳥栖サッカー試合会場イベント広場で、消防団募集活動を実施した。 
（４） 表彰 

○ 佐賀県消防協会定例表彰 
県内の優良消防団（団員）・消防職員・消防協力民間団体を規定により表

彰した。披露は佐賀県消防大会において行い、協会ホームページでも公表

した。 
・表彰審査委員会（正副会長４名・地区消防協会長４名・県消防長会長・

常務理事計１０名）を令和６年１２月２３日（月）に実施した。 
○ 日本消防協会定例表彰   

日本消防協会表彰基準に基づき優良消防団（団員）・消防職員・女性消防

隊（隊員）を表彰審査委員会で選考し、上申した。 
・表彰審査委員会  
 令和６年８月２１日（水）に実施した。 
なお、受章者（団体）は、令和７年３月７日（金）に東京都で開催された

第７７回日本消防協会定例表彰式で表彰された。 

 
 ２ 公益目的事業２（消防力を強化し、県民の安全・安心に寄与する） 
（１） 消防操法大会 

○ 第３８回佐賀県消防操法大会 
令和６年７月２８日（日）、佐賀県消防学校で小型ポンプ操法大会、を実

施し白石町消防団が優勝する。 
○ 第 30 回全国消防操法大会 

令和６年１０月１２日（土）宮城県総合運動公園グランディ・２１で開

催された第３０回全国消防操法大会に佐賀県消防操法大会で優勝した白

石町消防団が出場し優良賞を獲得した。 
（２） 消防力強化促進 

○ 第２３回佐賀県女性消防団員活性化セミナー 
令和７年２月２日（日）松浦地区消防協会管内、相知交流文化センターで

開催し、伊万里市消防団、小城市消防団、鳥栖市消防団、大町町消防団が発

表した。 
参加人員３４３名の県内消防関係者が参加した。 
また、事前に女性消防団員の部長、班長等幹部を対象にしたリーダー研修

を令和６年１２月８日（日）に佐賀県立生涯学習センター「アバンセ」で実

施した。 



〇第２９回全国女性消防団員活性化とちぎ大会、令和６年９月１９日（木）栃

木県宇都宮市で開催される。 
県内各消防団に情報提供し、栃木県消防協会と調整して、県内７市町消防

団及び消防協会長が参加した。 
（３）教養訓練事業 

○ 消防団幹部地区別研修会 
消防団員を指揮監督する立場の消防団幹部（団長・副団長）の消防団の現

状認識や問題意識の共有、情報交換を目的として県内４地区で実施した。 
令和７年１月２２日（水）佐城地区小城市役所会議室４２名参加 
令和７年１月２４日（金）杵藤地区武雄市役所会議室３８名参加 
令和７年１月２９日（水）三神地区鳥栖市役所会議室３６名参加 
令和７年１月３１日（金）松浦地区玄海町役場会議室３３名参加 

○ 消防団長会議 
令和６年５月３０日（木）佐賀市、市町会館で県との共催で実施する。団

長会議は県内各消防団から平素の消防団活動の情報、疑問点、課題、今後の

方向性等について意見等が出され、全団長、消防長等で討議し解決策等を見

出し、佐賀県消防の充実、強化を目指す。また、令和６年度については佐城

地区団長の中から選出された多久市消防団長の意見発表を実施した。 
〇 県外視察研修 

令和７年２月１４日（金）福岡県東峰村役場で県内の消防団長と意見交

換等を実施するとともに、災害現場活動等をパソコン動画で説明を聞き研

修を終える、その結果を県内の災害があった時に反映させる。 
○ 日本消防協会主催の各研修会への参加者選考と助成した 
・ 消防団幹部特別研修（団長又は副団長） 毎年１名 

 佐城地区消防協会・佐賀市副団長１名参加した。 
・ 消防団幹部候補中央特別研修（男性の部）３名参加した。 

神埼市消防団部長１名 
基山町消防団部長１名 
みやき町消防団部長１名 

・ 消防団幹部候補中央特別研修（女性の部）１名参加した。 
白石町消防団班長１名 

 
３ 共益・その他事業 
（１）防火ポスターの募集 

県内小中生を対象に各消防本部を通じて募集した。各消防本部は県協会の

募集要項に基づき管内各小中校に応募をお願いした。応募した作品の中から



２点を選考し県協会に提出、その中から 2 点を選び日本消防協会選考会に応

募した。 
県協会に応募した全作品は協会長表彰（記念品授与）を実施した。 

（２）防火標語の募集 
佐賀県と共催で県内小中高生を対象に防火標語の募集を実施する。入賞者

は佐賀県消防大会で表彰した。 
（３）弔慰金の贈呈 

県協会会員である消防職団員が死亡した場合、遺族に弔慰金を贈呈してい

る。 
今年度については１３名の遺族に贈呈した。 

（４）消防団員支援優遇制度 
消防団員確保対策として、当協会と覚書を交換している各種事業所等で消

防団員、その家族が飲食その他等で利用した場合、各種サービスが受けられ

る制度であるが令和６年度は協力店を確保出来なかった。 
（５）日本消防協会が実施する消防団員福祉共済事業等 

○ 消防団員福祉共済事業(福祉共済・火災共済・消防個人年金)の給付事務

並びに加入促進を実施する。 
○ 福祉増進事業 

消防団員福祉共済に加入者を対象に消防団員の健康保持を目的として

健康器具等を購入し配布する。また地区消防協会内で実施する団員の健康

増進を目的とした各種スポーツ行事に対しても一定の助成をした。 

 
４ 法人会計 
（１）理事会 

令和６年５月１４日（火）佐賀県市町会館 
令和６年５月３０日（木）佐賀県市町会館 
令和６年８月２１日（水）佐賀県市町会館 
令和６年１２月２３日（月）佐賀県市町会館 
令和７年３月１０日（月）佐賀県市町会館 

（２）評議員会 
定時評議員会令和６年５月３０日（木）佐賀県市町会館 
臨時評議員会令和７年３月２５日（火）佐賀県市町会館 

（３）市町消防団事務担当者会議       
日本消防協会からの事業説明を実施する計画であったが日本消防協会と

調整が出来ず中止した。 

 



（４）日本消防協会会議 
九州地区消防協会長会議 令和６年１２月１０日（月）宮崎県宮崎市で開

催され、協会長と事務局が参加した。 

日本消防協会評議員会議 令和６年６月２７日（木）開催（日消会館） 

日本消防協会評議員会議 令和７年３月７日（金）開催（日消会館） 

都道府県消防協会事務局長会議令和７年２月２８日（金）開催（日消会館） 

（５）法人管理業務 
公益財団法人佐賀県消防協会の運営に関して、必要な管理業務を行った。 


